
 

 

 

 

 

 

　 学校運営協議会だよりＮｏ．１４では、「事務局会議」の様子を紹介したいと思います。年々学

校とＣＳの協働活動が活発に行われていることから、ＣＳが学校運営に一層参画できるよう「事

務局会議」構成員に今年から各校教頭を加えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 京極町学校運営協議会　 　 　 　 　 　            　 　 令和7年１０月3０日 Ｎｏ.１４ 

学校運営協議会だより 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 文責　 CS事務局

回
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 　 昨年度より事務局会議を実施しています。事務局会議では、定例学校運営協議会の議題

を事前に整理していることから、全体会や分科会が円滑に進行され、学校運営協議会の所　

要時間が大幅に短縮されています。 (下記は、令和６年度～７年度のＣＳ開催時間と議題)

    事務局会議の構成・機能・役割を紹介します。

                                           

   １　 事務局会議の構成を紹介します。

 

   各校の教頭

   教育委員会学務課長・係長

   　 　 〃　 　 生涯学習課長・係長

   　 　 〃　 　 指導主事

   　 　 〃　 　 ＣＳコーディネータ－

以上８名です。

  　 　 　 　 　 　 　 　 　         　                     　 　 　 　  第１回事務局会議 

 　 ２　 事務局会議の機能を紹介します。　 　

　 図１(事務局会議の機能) 

　 図１のように、事務局会議は、学校運営

協議会委員のみなさんが、学校運営に参画  

協働する推進役を担っています。

 　

   ３　 事務局の役割を紹介します。

・学校と地域住民、保護者、関係機関と 

 の連絡調整  

・地域学校協働活動の企画、調整、運営 

・地域住民への呼びかけ、参加促進など
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Ｒ６年度第１回５月２２日　 　 　 第２回１０月１６日　 　 　 第３回２月１２日        Ｒ７年度第１回５月２２日　   第２回７月２３日
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事業計画 ＣＳが目指す姿 運営方針承認 グランドデザイン 熟議 
熟議(本年度の取組) 熟議(こども会議) 学校関係者評価 事業計画 (こども会議)

学校関係者評価 成果と課題 熟議(本年度の取組)
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 　 第２回事務局会議(８月２０日実施)の様子を紹介します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題１について 

　 令和８年度以降「こども会議」の取り組みでは

「こども会議」実施上の配慮事項・実施内容を確

認ました。確認した配慮事項については、来年２

月１０日 に実 施予定 の第 ４回京 極町学 校運営協

議会・全体会で報告事項として周知されます。 

 

議題２について 

　 第３回京極町学校運営協議会は、小学校・中学

校別日程・別会場で開催しました。 

　 事務局会議では、第３回京極町学校運営協議

会の次第、協議 内容、学校関係者評価の進め方

　 第２回事務局会議の議題は、下記の通りです。 について、確認がなされました。

 小学校部会　 １０月２４日(金)13:25～  

 

 中学校部会　 １０月１４日(火)13:05～

　 第３回事務局会議は、来年２月１２日実施予定 

　 の第４回運営協議会前に行います。　

議題

1 令和８年度以降「こども会議」の取り組みについて

２ 第３回京極町学校運営協議会(部会)について

ここでニュースをひとつ紹介します。 

 

 

 

 
  

                                          

　 総務省消防庁は、全国の消防団員数は４月 

１日時点で前年比１．９％減の７３万２２２３人 

で過去最少を更新したと発表しました。 

　 入団者数は、３万７７５人で２０２２年以来の

減少となりました。退団者は５万２２１５人。　

一方、女性は３．１％増の２万９４７８人、学生

は６．３％増の７５６８人でした。大規模災害時

などの特定の活動のみ参加する「機能別団員」

も７．０％増の４万１９５人でした。 

　 年代別では、 ４０台が３４．８％で最多を 占

め、６０歳以上は年々増加しており、１０．２％。

２９歳以下は９．４％にとどまり、高齢化が進ん

 　 　 　 京極ふるさと祭りでのＰＲ活動 でいます。

 

 

  「防災や災害時の対応」は、学校を核とした地域づくりの課題として、今後も学校運営 

協議会でも考えていきたい課題です。

消防団員は普段は別の仕事に就き、災害時に消火や避難誘導などにあたる非常勤公務員なのです。

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 消防団員　 最小７３万人  
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 負担は重く、女性は増加          　 　 　 　 　 　 　
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 日本経済新聞より


